
環境管理の国際標準規格「ISO 14001」
の認証を取得。
（本店ビル2002年10月）

再生可能エネルギーに取り組む事業への融資
（2006年～）および出資（2014年～）。
〈実績：19件 3,195百万円〉
環境に関する会議等への積極的参加。

清掃活動への参加。
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札幌交響楽団稚内定期公演の開催
（1985年～）

スキースクールの開催
（1987年～）

金銭教育の実施
（2008年～）

メディカルカフェ・医療セミナーの開催
（2012年～）

交通安全並びに
金融防犯教室の実施。
（1976年～）

全店での職場内コンプライアンス会議
の実施。（1999年～）

「道北ドクターヘリ」の
スポンサー。
（2011年～）

HACCP認証に向けた啓蒙活動や設備
投資の支援。（1998年～）
〈実績：20件 842百万円〉

※ESGとは、「Environment（環境）」、「Social（社会）」、「Governance（企業統治）」の3つの頭文字をとったもので、各分野への
　適切な対応が会社の長期的成長の原動力となり、最終的には持続可能な社会の形成に役立つことを示した投資の判断基準の一つです。

社会
Social

ESG

環境
Environment

ガバナンス
Governance

環境
Environment
□CO2排出量の削減
□生体多様性の保護
□エネルギー使用量削減
□化学物質管理

社会
Social

□人権問題への対応
□地域社会との連携と貢献
□労働者の権利への配慮
□安全性への配慮

ガバナンス
Governance
□経営の透明性

□コンプライアンスの遵守
□職員外理事の配置

□情報開示

当金庫は早くから積極的に
SDGs（持続可能な開発目標）や
ESG投資に努めてきました。

※

●
●
●

自己資本
市場占有率
不良債権の状況
健全経営
総代会機能
相互意見交流
地域貢献・トピックス

●
●
●
●
●

●
●
●
●信頼度ズームアップ

ZoomUP
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ポケットティッシュでも
啓発・注意喚起

特典1
お誕生日プレゼント！
毎年、お祝品を…

※年金アップ定期は、公的年金（国民年金・厚生年金・共済年金）を当金庫の口座で、新たにお受取りになられるか、すでにお受取りいただいている方が対象者となります。

特典2
「年金アップ定期」！
※お一人さま100万円まで

特典3
年金相談会へのご参加！

※相談料は無料

特典4
楽しい行事が盛りだくさん！

※夏・冬の行事、旅行なども企画しております。

　1986年に、年金を受給されている方や近い将来に年金を受給される方を対象に、各種行事（小旅行・忘年会等）を通して会員相互の
親睦を図ることを目的として、「稚内しんきん年金友の会」を立ち上げました。現在では、夏・冬の行事のほか、誕生日プレゼント、イベ
ント等の提供を通じて、2019年3月末には、ご加入者が2万3千名を超えて、会員の輪はますます広がっております。

参加者延938人
●2018年6月～9月

参加者延1,915人
●2018年10月～12月

稚内しんきん 年金友の会

●富岡支店振り込め詐欺被害防止啓発活動（稚内警察署と連携）

振り込め詐欺等の被害未然防止のため、取組みを強化！！

稚内支部会員の皆さま「ちょっと早めの忘年会」稚内支部会員の皆さま 「うたのぼりグリーンパークホテルとオホーツクミュージアムえさし見学の日帰りの旅」

第21回パークゴルフ交流会
●2018年8月3日　参加者67人

年金相談会　●随時開催

金利を0.5％
プラスします!
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コミュニティ誌「ジャスト・ナウ」の発行

○2017年6月 第20回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」受賞

宗谷をはじめとする地元を再発見する企画や中小企業を
フォーカスするコーナー、管内の交番勤務のおまわりさん
を紹介するなど、地域の情報が盛りだくさんです。

社会保
険労務

士・行
政書士

山田繁
春事務

所

労働保
険事務

組合　
北海道

SR経営
労務セ

ンター
稚内

稚内市
富岡1

丁目1
1番2号

　016
2-32-6

207　
 0162

-32-62
10

○営業
時間／

平日9：
00～1

7：00

社会保
険労務

士・行
政書士

年金コ
ンサル

タント

山田  
繁春

Sam
urai

士
業
と
呼
ば
れ
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

「
士
」と
は
何
で
し
ょ
う
？
士
農
工
商
で
言
え

ば
士
は
武
士
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え
サ
ム
ラ
イ
業

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。主
な
も
の
に
弁
護
士
、弁

理
士
、司
法
書
士
、行
政
書
士
、税
理
士
、社
会

保
険
労
務
士
、土
地
家
屋
調
査
士
が
あ
り
ま
す

が
、ど
う
に
も
お
固
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い

ま
す
。し
か
し
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

現
代
の
北
の
お
サ
ム
ラ
イ
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

人
間

運

。

自
分

人
生

振

返

時
、

痛
感

。

、

必

恩
師

。B
O
O
K
S

SO
N
G

SIN
G
ER

SA
K
E

TRA
V
EL

私

趣
味

本

一
曲

歌
手

味

学
生
時
代
の
恩
師
に
恵
ま
れ
て

　

山
田
繁
春
さ
ん
は
浜
頓
別
町
の
出
身
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ク

ッ
チ
ャ
ロ
湖
に
近
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面

し
た
小
さ
な
集
落
〝
頓
別
〞
の
貧
し
い
漁

師
の
元
で
、
６
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
「
昔
は
ホ
タ
テ
や
ニ
シ
ン

が
た
く
さ
ん
獲
れ
ま
し
た
が
、
私
が
小
学

２
・
３
年
生
の
頃
、
突
如
と
し
て
全
く
獲

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
そ
れ
を
機
に
、

両
親
は
と
も
に
出
稼
ぎ
に
。
残
さ
れ
た
私

た
ち
は
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
な
も
の

で
す
。
」
小
学
校
は
頓
別
に
あ
り
ま
し
た

が
、
中
学
校
は
浜
頓
別
に
あ
り
、
毎
日
片

道
4
キ
ロ
の
道
を
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。

「
お
か
げ
で
現
在
も
歩
く
の
が
速
い
で
す
。

そ
の
頃
は
何
の
疑
問
も
な
く
、
中
学
を
卒

業
し
た
ら
就
職
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
担
任
の
先
生
が
『
奨
学
金
を
利

用
す
れ
ば
高
校
へ
行
け
る
』
と
お
伽
噺
の

よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
て
。
そ
れ
が

私
の
人
生
の
最
初
の
転
機
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
」
当
時
の
奨
学
金
に
は
一
般
と
特

別
の
２
種
類
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
教
育

費
を
貸
し
て
も
ら
え
る
特
別
奨
学
金
制
度

を
利
用
す
る
た
め
に
は
試
験
が
あ
り
、
そ

れ
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
試
験
会
場
は
昔
の
稚
内
高
校
で
、

そ
の
時
に
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
稚
内
へ

行
っ
た
の
で
す
。
驚
き
ま
し
た
よ
。
街
の

大
き
さ
に
。
」
無
事
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
恩
師
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
き
つ

つ
浜
頓
別
高
校
の
門
を
く
ぐ
ろ
う
と
す
る

時
、
さ
ら
に
仰
天
す
る
よ
う
な
運
命
が
待

ち
受
け
て
い
る
の
で
し
た
。

「
合
格
発
表
も
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
、

呼
び
出
し
が
か
か
る
の
で
す
。
テ
ス
ト
を

受
け
に
来
い
と
。
後
で
す
ぐ
に
分
か
り
ま

し
た
が
、
英
語
と
数
学
の
二
科
目
だ
け
選

抜
試
験
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
分
け
が
行
わ
れ

た
の
で
す
。
」
実
は
、
当
時
の
浜
頓
別
高

校
は
道
内
で
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。

「
東
大
の
哲
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
剣
道
部

出
身
の
堀
内
先
生
と
い
う
方
が
入
学
時
の

担
任
と
な
り
、
い
き
な
り
こ
う
言
わ
れ
る

の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
衝
撃
が
大
き
く
て

忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
『
君
た
ち
が
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
勉
強
ご
っ
こ
で

あ
っ
て
勉
強
で
は
な
い
。
故
に
君
た
ち
の

頭
は
錆
び
付
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
１
学

期
の
間
は
錆
び
落
と
し
の
作
業
を
や
る
。

従
っ
て
少
し
痛
い
け
れ
ど
も
我
慢
し
な
さ

い
』
と
。
そ
れ
で
何
を
や
る
か
と
思
え
ば
、

１
学
期
に
中
学
校
３
年
間
の
総
復
習
で
す
。

私
は
英
語
は
上
級
の
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、

最
初
の
試
験
の
時
に
数
学
の
計
算
式
が
面

倒
で
、
白
紙
で
提
出
し
た
た
め
下
位
に
振

り
分
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
威
厳
あ
る
堀
内

先
生
の
お
か
げ
で
、
通
常
の
数
学
の
時
間

で
も
自
分
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
独

学
で
苦
手
を
克
服
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ま

し
た
。
」
人
数
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
堀
内
先
生
は
10
年
計
画
で
国
公
立
大

学
と
国
家
公
務
員
試

験
の
合
格
者
を
輩
出

さ
せ
る
の
で
し
た
。

迫
り
来
る
卒
業
を
前
に
、

３
年
次
の
担
任
の
先

生
が
ま
た
し
て
も
吉

報
を
運
ん
で
き
ま
し

た
。当
時
の
学
芸
大
学

の
小
学
校
教
諭
課
程

へ
進
め
ば
特
別
奨
学

金
が
さ
ら
に
増
額
し

て
借
り
ら
れ
る
と
。

し
か
し
な
が
ら
喜
び
も
束
の
間
、
す
ぐ
に

地
獄
へ
突
き
落
と
さ
れ
る
苦
い
思
い
を
味

わ
い
ま
す
。
「
直
前
に
な
る
ま
で
、
私
は

自
分
の
色
覚
異
常（
色
弱
）を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
学
校
教
諭
へ
の
必
須
条
件
で

し
た
か
ら
、
当
然
に
も
不
合
格
で
す
。
」

開
か
れ
た
北
海
道
開
発
局
へ
の
道

　
「
就
職
活
動
を
全
く
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
先
生
が
心
配
し
て
く
れ
ま
し
て
ね
。

『
山
田
君
、
北
海
道
開
発
局
稚
内
開
発

建
設
部
の
浜
頓
別
出
張
所
で
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
る
か
ら
行
き
な
さ
い
』
と
。

恩
師
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
開
発
局
の
門
を

叩
き
、
ほ
ど
な
く
し
て
国
家
公
務
員
の
採

用
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
浜
頓
別
か
ら

稚
内
へ
の
配
属
変
え
も
偶
然
が
生
み
出
し

た
産
物
と
言
え
ま
す
。
合
格
後
、
稚
内
で

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
宿
泊
先
は
ク

ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
施
設
で
、
私
が
利
用
し

て
い
た
部
屋
に
、
途
中
か
ら
相
部
屋
と
し

て
同
居
す
る
中
年
男
性
が
現
れ
た
の
で
す
。

私
は
本
を
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

人
が
し
き
り
に
話
し
か
け
て
く
る
も
の
で

す
か
ら
面
倒
な
人
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た

が
、
し
ば
ら
く
話
し
た
あ
と
『
と
こ
ろ
で

君
は
稚
内
へ
出
て
き
た
い
の
か
』
と
聞
か

れ
、
つ
い
『
も
ち
ろ
ん
で
す
。
あ
ん
な
場

所
に
く
す
ぶ
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
』
と
。

後
日
、
出
張
所
宛
に
私
の
辞
令
が
届
き
ま

し
た
。
出
勤
す
る
と
稚
内
の
総
務
課
長
の

席
に
あ
の
方
が
座
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
か
。
私
は
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
が
、

人
間
な
ん
て
運
で
す
。
導
い
て
く
れ
た
恩

師
が
い
た
か
ら
道
が
拓
け
た
だ
け
で
す
。」

や
り
甲
斐
の
あ
っ
た
年
金
相
談
と

選
挙
で
の
挫
折
か
ら
社
労
士
へ

　

以
後
、
順
風
満
帆
の
人
生
だ
っ
た
か
と

思
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
労
働
組
合
か
ら
誘
わ
れ
て
活
動
に
夢
中

に
な
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は

地
区
労
と
呼
ば
れ
、
20
代
後
半
で
す
で
に

事
務
局
長
と
し
て
昭
和
54
年
の
統
一
地
方

選
挙
に
向
け
奔
走
し
て
い
る
時
で
し
た
。

出
馬
要
請
を
す
る
毎
に
拒
ま
れ
、
誰
も
立

っ
て
く
れ
な
く
て
。
仕
方
な
く
私
が
出
馬

を
決
意
し
、
同
時
に
開
発
局
を
辞
め
ま
し

た
。
２
期
落
選
で
し
た
。
も
う
一
つ
大
き

な
出
来
事
が
。
開
発
局
の
大
先
輩
に
吉
田

さ
ん
と
い
う
年
金
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

い
て
、
そ
の
方
の
退
職
後
、
講
演
会
や
相

談
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
回
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
初
め
て
〝
社
会
保
険
労
務
士
〞

と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の

世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
不
思
議
で
す
ね
。
選
挙
は
懲
り
た

は
ず
な
の
に
、
後
に
稚
内
市
議
会
議
員
も

経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
。」

［功労
・功績・

表彰歴
］

稚内市
政功労

者（平成
23年）

旭日小
綬章（平

成30年
春の叙

勲）

［主な
公職］

北海道
社会保

険労務
士会常

任理事
・稚内

市医師
誘致応

援団

昭和23
年2月2

8日、浜
頓別町

生まれ

昭和41
年 北海

道立浜
頓別高

等学校
 卒業

［職歴
］

昭和41
～昭和

53年 北
海道開

発局 稚
内開発

建設部
勤務

昭和61
年 社会

保険労
務士事

務所開
業

昭和63
年 行政

書士事
務所開

業

平成3～
平成23

年 稚内
市議会

議員

ガンに
関する

書籍。
妻の発

症

から読
むように

。全て信
じてい

る

わけで
はあり

ません
が、ガ

ンの

ことや
治療法

等ため
になり

ます。

『心を
つなぐ

１０円玉
』

八代亜
紀の隠

れた名
曲。これ

を

聞くと
小中高

校とそ
れぞれ

に影

響を受
けた恩

師を思
い出し

ます。

寺内タ
ケシとブル

ージーン
ズ。

カース
テレオ

では、も
うこれ

ばっ

かり。
青春時

代のシ
ンボル

で、

ずっと聞
き続け

ていま
す。

夫婦で
の海外

旅行。

若い頃
はどこ

へも連
れて行

って

あげら
れなか

ったか
ら。大

型ク

ルーズ
船の旅

も何度
か経験

。

日本酒
が好き

。つきあ
いでは

外で水
割りな

どを飲
みます

が、

家では
山田錦

の純米
など。け

れ

ども酒
は強く

ありませ
ん。

My Personality,

of the Modern Samurai

社会保
険労務

士の国
家資格

を取得
後も、1

0年ほど

は苦し
い生活

が続い
たとの

こと。仕
事は実

務的過

ぎて印
象深い

エピソ
ードは

ほとん
どなく

、昔、尊
敬

する大
先輩に

付いて
無料の

年金相
談員と

してお
手

伝いを
してい

た頃の
思い出

が多い
。無資

格と思
わ

れた年
金受給

者を数
多く救

済し感
謝され

てきた
。

Modern Frontier Spirit

お客さ
まに余

計なお
金を使

わせな
い。

▲玄関前
。

レンガ
の壁が

ほ

どよい
重厚さ

を

放って
いる。

▲オフ
ィスに

て。

普段、事
務員さ

んは３
人勤務

。

2014/
10/22

リリース

作詞 か
ず翼

作曲 杉
本眞人

ギリシャ

サントリ
ーニ島

にて

ドイツ・
ケルン

市

大聖堂
の前

　社会
保険労

務士は
、国家

資格の
一つ。

労働関
連法令

や

社会保
障法令

に基づ
く書類

等の作
成代行

等を行
い、また

企業を
経営し

ていく
上での

労務管
理や社

会保険
に関す

る

相談・
指導を

行う事
を職業

とする
。業務

は主と
して企

業

との顧
問契約

であり
、人事・

労務諸
問題に

関する
相談、社

会保険
・労働

保険諸
手続き

の事務
代理・

提出代
行、給

与

計算な
どが主

となる
。また

、年金・
資産運

用に関
するコ

ン

サルタ
ント業

を実務
とする

ため中
小企業

診断士
や行政

書

士とい
った他

士業資
格を保

有した
上で多

角的な
活動を

行

う者も
いる。

略称と
して「社

労士」
や「労

務士」
とも呼

ば

れる。ロ
ーマ字

でのSy
akaih

oken、
Roum

ushiの
各頭文

字を取
って「S

R」とも
置き換

えられ
る。徽

章は、
菊の花

弁

の中央
にSRの

文字が
付され

ている
。

※

１

※１ 現
在で言

うところ
の連合（

日本労
働組合

総連合
会）の地

方にお
ける構

成組織
の一つ

。また、
山田さ

んは開
発局を

退職後
、労働者

福祉中
央協議

会の下
部組織

を稚内
市に設

置し、従
事して

いた時
代もあ

ります
。

Modern Frontier Spirit

お客さ
まに余

計なお
金を使

わせな
い。

Modern Frontier Spirit

お客さ
まに余

計なお
金を使

わせな
い。

信用金庫間ネットワークを活用した取組み 
当金庫では全国約260金庫・約7,300店舗の信用金庫間ネットワークを活用したお取引先の商品開発・販路拡大への取組みを積極
的に展開しています。

●2018年10月5日
 「さわやか信用金庫物産展」へ出展
  （東京都：さわやか信用金庫主催）
出展2社（㈱こしん、㈱てっぺん）

●2018年9月15～17日「駅マルシェ2018」へ出展
  （旭川市：駅マルシェ実行委員会主催）
出展6社（㈲丸信髙田屋、㈱こしん、㈱宇野牧場、
ノース物産㈱、㈱WOODBELL、㈲珈々豆屋）

●2019年3月5～8日
 「FOODEX JAPAN 2019」へ出展
 （旭川市：きた北海道 食の事業者販路拡大支援
　支援事業実行委員会主催）出展1社（中央水産㈱）

社会保険労務士
年金コンサルタント
山田　繁春 氏

●啓発・注意喚起
高齢者等による高額なお取引（お振込等）につきましては、職員の
声掛けによる啓発・注意喚起を励行し、被害の未然防止に努めて
いますが、加えて広報誌「ジャスト・ナウ」やホームページ、年金
友の会の各行事における啓発・注意喚起活動を強化しています。


